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ConceptBeam: Technology for separating signals by meaning

意味で音声を分離抽出する新しい信号処理技術ConceptBeam

興味のある話題に聞き耳を立てる

どんな研究
音や画像やテキストなどに表現され伝達される情報の「意味」を計算機上に表現し活用する技術を研究してい
ます。本展示ではその一例として、複数の話者や話題が混在した音声信号から、音声、画像、テキストのどれ
かで指定した「意味」にマッチする話題の信号を取り出す技術を紹介します。

どこが凄い
複数話者の音声から目的の信号を取り出す方法として従来は専ら信号自体の性質(音の到来方向、信号源の独立
性等）を用いる方法が研究されてきました。これに対しConceptBeamは話の内容(意味）に基づいて目的の信
号を取り出せる、信号処理に意味理解を融合した世界初の技術です。

めざす未来
情報があふれる時代、有益な情報を抽出・選択することの重要性が高まっています。伝統的な信号処理やパター
ン処理に新たに意味処理を導入することで、多種の情報に対して興味のある情報を高速かつ的確に特定し、取
り出し、活用できる社会の実現をめざします。
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